
H22 H24 H26 H28

6社会性等 0.7 0.8 0.9 0.9

5創意工夫 0.4 0.4 0.6 0.6

4工事特性 0.3 0.3 0.4 0.3

3出来形 6.1 7.0 7.7 7.9

2施工状況 3.7 4.2 4.8 5.1

1施工体制 0.8 0.9 1.0 1.1

基礎点 65.0 65.0 65.0 65.0

評定点計 77.1 78.6 80.3 81.0

65.0 65.0 65.0 65.0 

0.8 0.9 1.0 1.1 
3.7 4.2 4.8 5.1 
6.1 7.0 7.7 7.9 

77.1 78.6 80.3 81.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
土木部発注の土木一式工事の評定点計と加算点（考査項目1～6）の推移

評定点計とは，基礎点と各考査項目を合算したものである。これから「法令遵守等」による減点を差し引いたものが評定点合計となる。

年度間の比較をするために，災害復旧工事を除いた工事で集計している。

資料6-3 工事成績評定の仕組み 考査項目の内訳



1施工体制 2施工状況 3出来形 4工事特性 5創意工夫 6社会性等
H22 0.8 3.7 6.1 0.3 0.4 0.7
H24 0.9 4.2 7.0 0.3 0.4 0.8
H26 1.0 4.8 7.7 0.4 0.6 0.9
H28 1.1 5.1 7.9 0.3 0.6 0.9
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図2-2 土木部発注の土木一式工事の加算点（考査項目1～6）の推移

年度の比較をするために，災害復旧工事を除いた工事で集計している。



1施工体制 2施工状況 3出来形 4工事特性 5創意工夫 6社会性等

上位グループ 1.4 6.6 9.9 0.6 1.2 1.3

平均 1.1 5.2 7.9 0.3 0.5 1.0

下位グループ 0.5 3.1 5.8 0.3 0.2 0.6
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点 図2-3 考査項目1～6の平均値と上下グループ間の差 （H28年度完成 土木部発注の土木一式工事）

上位グループは評定点計が全体の上位1/6の群，下位グループは全体の下位1/6の群である。災害復旧工事を除いた工事で集計している。


